
局
の
「
高
点
数
」
に
相
当
す
る

も
の
。
指
導
計
画
は
こ
の
変
更

を
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
指
導
計
画
は
、「
情
報
提
供
」

３
件
、「
高
額
」
９
件
、「
そ
の

他
」
１
件
の
計
13
件
。
病
院
、

診
療
所
、歯
科
診
療
所
、薬
局
、

訪
問
看
護
を
合
わ
せ
た
今
年
度

の
総
指
導
計
画
数
が
２
０
３
件

と
、
前
年
度
の
総
指
導
計
画
数

２
０
５
件
と
同
水
準
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
数

（
特
に
歯
科
）
に
影
響
を
与
え

た
可
能
性
が
あ
る
。

集
団
的
個
別
指
導
は

９
月
に
実
施

　
「
高
点
数
」
に
よ
る
集
団
的

個
別
指
導
に
つ
い
て
は
、
医
科

は
９
・
10
月
実
施
、
歯
科
は
前

年
度
同
様
９
月
に
実
施
さ
れ
る

計
画
と
な
っ
て
い
る（
表
２
）。

集
団
的
個
別
指
導
は
基
準
平
均

点
（
補
正
後
平
均
点
数
×
１
・

高
点
数
個
別
指
導
は

 
医
科
・
歯
科
と
も
に
ほ
ぼ「
計
画
な
し
」

歯
科
で
は「
情
報
提
供
」が
急
増

2026年度
個別指導計画

　

今
年
度
の
既
指
定
医
療
機
関

へ
の
個
別
指
導
計
画
（
新
規
指

導
は
除
く
）
は
表
１
の
通
り
。

　

医
科
診
療
所
は
年
間
64
件
で

前
年
度
と
同
数
。
内
訳
は
「
再

指
導
」
57
件
（
前
年
度
46
件
）、

「
高
点
数
」
３
件
（
同
12
件
）、

「
情
報
提
供
」２
件（
同
２
件
）、

「
そ
の
他
」
２
件
（
同
４
件
）。

「
再
指
導
」
が
指
導
計
画
数
の

89
％
を
占
め
る
も
、
計
画
総
数

は
前
年
度
と
変
わ
ら
な
か
っ
た

（
図
・
医
科
）。

　

歯
科
は
年
間
76
件
（
前
年
度

90
件
）。
内
訳
は
「
情
報
提
供
」

が
23
件
（
同
10
件
）、「
再
指
導
」

が
49
件
（
同
74
件
）、「
高
点
数
」

は
０
件
（
同
５
件
）、「
そ
の
他
」

は
４
件
（
同
１
件
）
と
な
っ
て

い
る
。「
再
指
導
」
に
よ
る
計

画
件
数
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
以
降
は
20
件
（
20
年
度
）
↓

19
件
（
21
年
度
）
↓
31
件
（
22

年
度
）
↓
51
件
（
23
年
度
）
↓

70
件
（
24
年
度
）
↓
74
件
（
25

年
度
）
と
増
加
傾
向
に
あ
っ
た

も
の
の
、
今
年
度
か
ら
減
少
に

転
じ
て
い
る
（
図
・
歯
科
）。

ま
た
、「
情
報
提
供
」
に
よ
る

個
別
指
導
実
施
計
画
数
は
前
年

度
か
ら
倍
増
。
前
述
の
再
指
導

件
数
が
減
少
に
な
っ
た
こ
と

と
、
こ
の
間
の
情
報
提
供
数
の

増
加
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

医
科
・
歯
科
と
も
に
「
高
点

数
」
に
よ
る
個
別
指
導
に
つ
い

て
は
、
前
年
度
ま
で
は
実
施
計

画
は
あ
り
選
定
し
て
い
た
も
の

の
実
施
は
さ
れ
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
今
年
度
の
計

画
数
か
ら
、
24
年
度
に
集
団
的

個
別
指
導
に
選
定
さ
れ
た
医
療

機
関
で
あ
っ
て
も
、
今
年
度
実

際
に
個
別
指
導
が
実
施
さ
れ
る

　

協
会
・
指
導
監
査
対
策
委
員
会
は
関
東
信
越
厚
生
局
へ
開
示
請
求
を
行
い
、

７
月
21
日
付
で
２
０
２
６
年
度
（
26
年
４
月
〜
27
年
３
月
）
の
個
別
指
導
等

（
新
規
含
む
）
の
予
定
件
数
や
平
均
点
数
が
判
明
し
た
。
高
点
数
個
別
指
導
の

計
画
数
は
医
科
３
件
（
前
年
度
12
件
）、
歯
科
０
件
（
前
年
度
５
件
）
と
大
幅

に
減
少
し
、
今
年
度
は
ほ
と
ん
ど
実
施
さ
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

12
・
２
・
３
月
に
実
施
さ
れ
る
。

こ
の
間
、
医
科
で
は
概
ね
開
業

後
１
年
か
ら
１
年
３
カ
月
程

度
、
歯
科
で
は
、
概
ね
開
業
後

１
年
５
カ
月
程
度
で
新
規
個
別

指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。
新
規

集
団
指
導
は
、
医
科
は
６
・

10
・
２
月
の
３
回
、
歯
科
は
６
・

９
・
２
月
の
３
回
の
実
施
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

精
神
・
神
経
科

平
均
点
の
マ
イ
ナ
ス
に

歯
止
め
か
か
ら
ず

　

医
科
の
補
正
後
平
均
点
は
、

内
科
（
透
析
以
外
〈
在
宅
〉）、

精
神
・
神
経
科
、
小
児
科
、
泌

尿
器
科
の
４
区
分
で
減
少
し

た
。
特
に
精
神
・
神
経
科
は
９

１
４
点
で
、
前
年
度
よ
り
約
２

割
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
が
、

要
因
は
不
明
。
精
神
・
神
経
科

は
23
年
度
の
平
均
点
が
１
８
９

６
点
の
た
め
、
当
時
と
比
し
て

約
半
減
と
平
均
点
数
の
減
少
傾

向
が
続
い
て
い
る
。

　

一
方
で
内
科（
透
析
以
外〈
そ

の
他
〉）、整
形
外
科
、皮
膚
科
、

耳
鼻
咽
喉
科
の
４
区
分
は
微

増
、
内
科
（
透
析
）
は
１
２
４

点
、
外
科
は
１
２
２
点
、
眼
科

は
83
点
の
増
加
と
な
っ
た
。
産

婦
人
科
は
７
８
３
点
の
大
幅
増

と
な
っ
た
。

　

歯
科
で
は
、
補
正
後
平
均
点

は
１
３
０
６
点
で
前
年
度
（
１

２
８
７
点
）
よ
り
19
点
増
加
し

て
い
る
。

適
時
調
査
は
変
わ
ら
ず

４
年
に
１
回

　

施
設
基
準
調
査（
適
時
調
査
）

は
病
院
が
83
件（
前
年
度
93
件
）

で
微
減
（
表
３
）。
有
床
診
療

所
に
対
し
て
は
今
年
度
も
計
画

さ
れ
て
い
な
い
。
県
内
に
は
３

３
０
病
院
あ
り
、
実
施
頻
度
は

３
・
97
（
同
３
・
56
）
で
、
約

４
年
に
１
回
行
わ
れ
る
傾
向
に

変
化
は
な
か
っ
た
。

 

【
解
説
】

　

高
点
数
は
悪
で
は
な
い

　

個
別
指
導
対
象
医
療
機
関
を

選
定
す
る
基
準
に
は
、「
高
点

数
」、「
情
報
提
供
」、「
再
指
導
」、

「
そ
の
他
」
が
あ
る
。
協
会
は

一
律
に
「
高
点
数
」
を
理
由
に

個
別
指
導
を
実
施
す
る
こ
と
は

合
理
性
に
欠
け
る
と
し
、
高
点

数
個
別
指
導
の
廃
止
を
厚
労
省

に
求
め
て
い
る
。

　

内
科
で
は
、
糖
尿
病
や
内
視

鏡
な
ど
専
門
に
特
化
し
た
医
療

機
関
が
必
然
的
に
高
点
数
と
な

り
、
個
別
指
導
に
選
定
さ
れ
や

す
い
実
態
が
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
個
別
指
導
は
、
健

康
保
険
法
等
に
基
づ
く
保
険
診

療
の
ル
ー
ル
を
周
知
す
る
た
め

に
行
う
も
の
だ
。
指
導
は
教
育

的
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

ま
た
、
医
療
機
関
は
自
身
の
診

療
内
容
を
堂
々
と
主
張
し
、
算

定
誤
り
な
ど
は
率
直
に
直
せ
ば

よ
い
。
高
点
数
個
別
指
導
は

〝
悪
〞
で
は
な
い
。
萎
縮
す
る

こ
と
な
く
、
正
し
い
保
険
診
療

と
保
険
請
求
を
行
う
こ
と
が
重

要
だ
。

　

協
会
で
は
、
必
要
に
応
じ
て

個
別
指
導
時
の 

　

弁
護

士
帯
同
を
勧
奨
し
て
い
る
。
も

し
個
別
指
導
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
際
は
協
会
に
ご
相
談
い

た
だ
き
た
い
（
℡  
：
０
４
５

－

３
１
３

－

２
１
１
１
）。

　

韓
国
・
江
原
道

春
川
市
の
公
立
医

療
機
関
を
訪
れ
る

機
会
に
恵
ま
れ

た
。
筆
者
は
昨
年

12
月
に
韓
国
社
会

的
医
療
機
関
連
合

会
と
い
う
団
体
か
ら
紹
介
を
受

け
、
視
察
を
受
け
入
れ
た
経
緯

か
ら
、
友
好
病
院
協
定
を
結
ぶ

こ
と
に
な
り
、
先
月
末
に
当
法

人
の
幹
部
と
と
も
に
渡
韓
し

た
。
春
川
市
は
韓
国
の
首
都
ソ

ウ
ル
か
ら
約
90
㎞
、
自
然
豊
か

で
「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
の
ロ
ケ
地

と
し
て
有
名
な
と
こ
ろ
だ
。
名

物
の
鶏
焼
肉
「
タ
ッ
カ
ル
ビ
」

は
炭
火
で
焼
く
と
こ
ろ
が
多

く
、
専
門
店
が
並
ぶ
タ
ッ
カ
ル

ビ
通
り
も
あ
る
く
ら
い
だ
▼
韓

国
は
日
本
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド

で
高
齢
化
が
進
み
、
ド
イ
ツ
や

日
本
に
次
い
で
介
護
保
険
制
度

を
導
入
し
、
介
護
の
社
会
化
や

医
療
と
の
連
携
を
模
索
し
て
い

る
。
日
本
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
該
当
す
る
施
設
も
公

立
で
作
ら
れ
て
い
る
が
、
数
も

少
な
く
普
及
は
こ
れ
か
ら
の
課

題
の
よ
う
だ
。
多
く
の
医
療
機

関
で
電
子
カ
ル
テ
が
導
入
さ

れ
、
韓
国
全
体
で
は
７
〜
８
割

の
普
及
率
だ
が
、
春
川
市
は
ほ

ぼ
10
割
と　

い
た
。
今
の
課
題

は
む
し
ろ
Ａ
Ｘ
（
Ａ
Ｉ
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）で
、い

く
つ
か
の
試
作
シ
ス
テ
ム
を
み

る
こ
と
が
で
き
た
▼
街
を
歩
く

人
々
の
様
子
は
落
ち
着
い
て
見

え
た
が
、
２
０
０
５
年
に
朝
鮮

戦
争
後
50
余
年
あ
っ
た
米
軍
基

地
が
撤
去
さ
れ
た
こ
と
が
大
き

い
出
来
事
だ
っ
た
よ
う
だ
。
基

地
跡
地
の
再
開
発
で
今
の
街
並

み
が
で
き
た
こ
と
を
誇
ら
し
く

説
明
し
、
日
本
の
沖
縄
の
こ
と

も
知
っ
て
い
る
と
い
う
現
地
の

人
達
に
対
し
て
、
隣
国
と
い
う

だ
け
で
は
な
い
連
帯
の
気
持
ち

を
抱
い
た
旅
だ
っ
た
。 （
梨
杏
）

可
能
性
が
あ
る
の
は「
内
科（
在

宅
）」
の
３
件
の
み
と
な
る
。

訪
問
看
護
の
高
額
指
導
が

新
設
・
計
画
数
に
影
響
か

　

今
回
の
情
報
開
示
請
求
に
よ

り
、
指
導
計
画
に
「
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
指
導
」
が

新
た
に
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と

が
判
明
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

指
導
は
こ
れ
ま
で
情
報
提
供
に

よ
る
も
の
が
行
わ
れ
て
い
た

が
、
昨
年
４
月
の
指
導
要
綱
の

改
定
に
よ
り
、「
高
額
」
請
求

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
個
別
指
導

の
対
象
に
加
え
ら
れ
た
。
こ
れ

は
、
保
険
医
療
機
関
・
保
険
薬

事
務
局
休
務
の
お
知
ら
せ

事
務
局
休
務
の
お
知
ら
せ

　

９
月
25
日
（
金
）
12
時
30
分
〜
17
時
は
、
事
務
局
福
利
厚

生
と
し
て
休
務
を
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
願
い
ま
す
。

類型区分 機関数 補正後平均点
（訪看は平均額）

集団的個別指導 個別指導
８％
整数

指導
計画数

４％整数
（訪看は
1％整数）

指導計画数
情報提供 再指導高点数その他 合計

医
科

病
院

一般病院 223 （＋718）61,750 17 17 8 0 0 0 0 0
精神病院 42 （＋105）42,360 3 3 1 0 0 0 0 0
臨床研修病院等 63 （+2,466）75,298 5 4 2 0 0 0 0 0
病院計 328 24 0 0 0 0 0

診
療
所

内科（透析以外（その他）） 1,963 （＋7） 1,257 157 54 78 0 15 0 0 15
内科（透析以外（在宅）） 837 （－6） 1,917 66 66 33 0 17 3 2 22
内科（透析） 152 （＋124）16,406 12 12 6 0 0 0 0 0
精神・神経科 401 （－243） 914 32 10 16 0 4 0 0 4
小児科 438 （－2） 1,016 35 10 17 0 5 0 0 5
外科 255 （＋122） 1,445 20 11 10 0 3 0 0 3
整形外科 565 （＋23） 1,131 45 17 22 2 6 0 0 8
皮膚科 352 （＋10） 564 28 13 14 0 1 0 0 1
泌尿器科 125 （－37） 1,111 10 4 5 0 1 0 0 1
産婦人科 252 （+783） 2,194 20 9 10 0 3 0 0 3
眼科 525 （+83） 1,220 42 17 21 0 1 0 0 1
耳鼻咽喉科 354 （＋21） 766 28 13 14 0 1 0 0 1
診療所計 6,219 236 2 57 3 2 64
医科計 6,547 520 260 261 2 57 3 2 64

歯科 4,780 （＋19） 1,306 382 205 191 23 49 0 4 76
訪問看護 1,239 107,957 12 3 0 9 1 13

区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間計

集団的
個別指導

医科
病院 12 12 24
診療所 118 118 236
医科計 130 130 260

歯科 205 205

個別指導
医科

病院 0
診療所 2 6 0 9 3 6 5 6 9 6 6 6 64
医科計 2 6 0 9 3 6 5 6 9 6 6 6 64

歯科 6 8 0 8 0 8 6 8 8 8 8 8 76

新規
個別指導

医科
病院 0
診療所 8 14 0 28 14 28 22 28 14 14 28 28 226
医科計 8 14 0 28 14 28 22 28 14 14 28 28 226

歯科 9 0 0 18 0 18 12 15 18 0 18 18 126

区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間計
医科・病院 8 6 0 6 6 8 9 8 8 7 8 9 83

表1　2026度 指導計画（年度・集団的個別指導、個別指導）

図　指導計画数に占める「再指導によるもの」の割合

表２　2026年度 指導計画（月別・集団的個別指導、個別指導、新規個別指導）

表３　適時調査実施計画（※医科診療所、歯科は実施なし）
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26年度25年度24年度23年度22年度
再指導によるもの指導計画数 再指導によるものの割合

２
）
を
超
え
る
上
位
８
％
に
実

施
さ
れ
る
が
、
今
年
度
の
選
定

件
数
は
医
科
２
６
０
件
（
前
年

度
４
０
２
件
）・
歯
科
２
０
５

件
（
同
３
２
８
件
）
と
対
象
件

数
よ
り
も
大
幅
に
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
に
集

団
的
個
別
指
導
に
選
定
さ
れ
た

医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
来
年

度
（
27
年
度
）
に
「
高
点
数
（
補

正
後
平
均
点
数
×
１
・
２
を
超

え
て
上
位
４
％
）」
に
な
っ
た

場
合
、
28
年
度
「
高
点
数
」
個

別
指
導
に
選
定
さ
れ
る
予
定
に

な
る
こ
と
は
押
さ
え
て
お
き
た

い
（
実
施
の
有
無
は
現
時
点
で

未
定
）。

　

26
年
度
の
指
定
更
新
時
の
集

団
指
導
に
つ
い
て
は
、
医
科
は

１
月
、
歯
科
は
11
月
に
計
画
さ

れ
て
い
る
。

　

医
科
の
新
規
個
別
指
導
は
診

療
報
酬
改
定
が
実
施
さ
れ
た
６

月
を
除
く
す
べ
て
の
月
、
歯
科

は
４
・
７
・
９
・
10
・
11
・
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政
府
が
７
月
２１
日
に
閣
議

決
定
し
た
経
済
財
政
運
営
と

改
革
の
基
本
方
針
「
骨
太
の

方
針
２
０
２
６
」
（
以
下

：

骨
太
）
は
、
中
長
期
的
か
つ

大
規
模
な
官
民
投
資
に
よ
る

経
済
成
長
を
全
面
に
押
し
出

し
て
い
る
。

　

社
会
保
障
に
つ
い
て
は
、

７
月
７
日
に
自
民
・
維
新
が

と
り
ま
と
め
た
「
社
会
保
障

改
革
項
目
に
関
す
る
具
体
的

な
骨
子
」
（
以
下

：
合
意
骨

子
）
を
色
濃
く
反
映
。
現
役

世
代
の
保
険
料
率
の
引
き
下

げ
目
標
が
明
記
さ
れ
た
が
、

焦
点
と
な
っ
て
い
た
高
齢
者

の
窓
口
負
担
〝
原
則
３
割
化
〟

は
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま

た
、
歳
出
改
革
の
指
標
に
社

会
保
障
負
担
率
を
初
め
て
用

い
、
「
２７
年
度
の
社
会
保
障

負
担
率
が
２５
年
度
と
比
較
し

て
上
昇
し
な
い
よ
う
取
り
組

む
」
と
し
た
が
、
具
体
的
な

目
標
数
値
の
設
定
ま
で
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

　

合
意
骨
子
の
と
り
ま
と
め

段
階
で
は
、
給
付
抑
制
や
高

齢
者
負
担
増
な
ど
急
進
的
な

改
革
を
訴
え
る
維
新
と
、
選

挙
へ
の
影
響
や
高
齢
層
の
反

発
等
を
懸
念
す
る
自
民
と
の

間
で
調
整
が
難
航
。
結
果
、

改
革
推
進
と
制
度
維
持
の
両

論
併
記
、
抽
象
的
な
表
現
に

落
着
し
、
結
論
を
年
末
・
年

度
末
に
持
ち
越
し
た
格
好
だ
。

　

そ
れ
で
も
合
意
骨
子
に

は
、
▽
医
療
給
付
費
の
対
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
等
を
参
照
し
た
改
革

の
実
施
、
▽
７０
歳
以
上
高
齢

者
の
高
額
療
養
費
の
外
来
特

例
の
あ
り
方
や
所
得
水
準
の

見
直
し
、
対
象
年
齢
の
引
き

上
げ
―
な
ど
、
給
付
抑
制
や

高
齢
者
負
担
増
に
踏
み
込
ん

だ
内
容
が
記
載
。
こ
の
内
容

は
、
骨
太
本
文
で
は
な
い
も

の
の
脚
注
に
明
記
さ
れ
て
お

り
、
予
断
を
許
さ
な
い
。

　

先
の
衆
院
選
か
ら
「
現
役

世
代
の
負
担
軽
減
」
が
政
治

課
題
の
ト
レ
ン
ド
と
な
り
、

物
価
高
の
進
行
も
重
な
っ
て

社
会
的
な
風
潮
と
な
っ
て
い

る
印
象
が
強
い
。
こ
う
し
た

状
況
で
も
、
我
々
は
社
会
保

険
・
社
会
保
障
制
度
の
意
義

と
目
的
を
理
解
し
、
政
治
の

ミ
ス
リ
ー
ド
に
反
論
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
も
そ
も
社
会
保
険
制
度

は
、
健
康
な
人
か
ら
病
気
の

人
へ
の
資
源
の
移
転
、
個
々

人
の
生
涯
で
起
こ
る
支
出
の

膨
張
や
収
入
の
途
絶
等
へ
の

対
応
な
ど
、
消
費
の
平
準
化

を
果
た
す
「
所
得
再
分
配
機

能
」
を
持
つ
。
お
金
（
保
険

料
）
の
負
担
ば
か
り
を
強
調

す
る
論
調
は
、
社
会
保
険
制

度
の
本
質
の
理
解
が
乏
し
い

ば
か
り
か
、
現
役
世
代
の
不

公
平
感
を
助
長
し
、
世
代
間

対
立
を
誘
発
さ
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、
保
険
料
は
労
使
折

半
が
原
則
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

保
険
料
負
担
が
引
き
下
げ
ら

れ
れ
ば
事
業
主
の
負
担
分
も

当
然
減
る
。
大
企
業
で
あ
れ

ば
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減
だ
。

現
役
世
代
の
負
担
軽
減
を
謳

い
な
が
ら
も
、
そ
の
実
は
大

企
業
優
遇
策
に
他
な
ら
な

い
。

　

年
末
の
「
改
革
工
程
表
」

や
年
度
末
の
結
論
に
合
意
骨

子
を
反
映
さ
せ
ず
、
給
付
抑

制
や
高
齢
者
負
担
増
を
食
い

止
め
る
た
め
、
協
会
は
秋
以

降
の
政
府
議
論
の
動
向
に
注

視
す
る
と
と
も
に
、
会
員
へ

の
情
報
提
供
や
運
動
提
起
な

ど
迅
速
に
対
応
す
る
所
存
で

あ
る
。

『
骨
太
の
方
針
２
０
２
６
』を
斬
る

〝
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
〟は
世
代
間

対
立
の
誘
発
、大
企
業
優
遇
の
温
床

事
業
主
に
よ
る

事
業
主
に
よ
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
義
務
化
へ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
義
務
化
へ

９
月
成
案
へ
向
け
議
論

患
者
の
納
得
感
へ
懸
念
噴
出

来
月
来
月
１０１０
月
１
日
か
ら

月
１
日
か
ら

た
（
左
図
参
照
）
。
大
枠
は
、

医
療
機
関
で
対
象
薬
か
ど
う
か

等
の
①
外
形
的
な
基
準
の
確

認
、
②
医
師
に
よ
る
確
認
を
実

施
す
る
。
①
で
は
❶
～
❸
に
つ

い
て
該
当
・
非
該
当
を
確
認
す

る
。
そ
の
後
、
医
師
が
❹
～
❽

が
非
該
当
で
あ
る
と
確
認
し
、

処
方
箋
に
対
象
の
旨
を
記
載
す

る
実
務
フ
ロ
ー
が
示
さ
れ
た
。

そ
の
後
は
保
険
薬
局
側
で
、
患

者
へ
の
別
途
の
負
担
の
説
明
と

支
払
い
業
務
と
な
る
。
院
内
処

方
の
場
合
は
、
患
者
へ
の
説
明

等
を
医
療
機
関
側
が
担
う
た

め
、
実
務
は
更
に
増
え
る
。
こ

れ
に
対
し
診
療
側
委
員
は
、

〝
対
象
と
な
る
医
薬
品
か
否
か

等
を
都
度
医
師
が
判
断
す
る
〟

運
用
ル
ー
ル
で
は
現
場
の
負
担

は
か
な
り
強
ま
る
と
指
摘
し
、

事
務
負
担
が
最
小
に
な
る
た
め

の
対
応
を
訴
え
た
。

　

８
月
２７
日
の
社
会
保
障
審
議

会
で
は
、
患
者
団
体
か
ら
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
実
施
。
委
員
か
ら
は
、

難
病
に
付
随
す
る
疾
患
で
医
療

機
関
・
医
師
に
よ
り
「
同
じ
疾

患
や
症
状
で
も
患
者
負
担
が
変

わ
る
恐
れ
」
が
あ
り
、
患
者
の

納
得
感
を
得
に
く
い
と
指
摘
。

ま
た
、
難
病
患
者
を
別
途
の
負

担
の
対
象
外
と
す
る
こ
と
が
訴

え
ら
れ
た
。
他
に
、
別
途
の
負

担
対
象
外
は
生
活
保
護
受
給
者

に
限
る
方
針
を
受
け
て
、
高
齢

の
低
所
得
者
へ
の
配
慮
を
訴
え

る
意
見
が
あ
が
っ
た
。

　

厚
労
省
は
、
９
月
３
日
の
社

会
保
障
審
議
会
で
パ
ブ
コ
メ
の

結
果
や
論
点
を
提
示
し
、
①
長

期
使
用
の
具
体
的
な
適
用
例
の

明
確
化
、
②
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚

炎
に
対
す
る
ス
テ
ロ
イ
ド
外
用

薬
を
対
象
に
す
べ
き
か
否
か
、

③
指
定
難
病
の
確
認
方
法
等
の

議
論
を
深
め
る
こ
と
―
を
提

案
。
②
に
つ
い
て
委
員
よ
り
、

ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
薬
の
使
用
は

診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
明
確
に

推
奨
と
指
摘
さ
れ
た
。

　

な
お
、
既
報
の
通
り
協
会
で

は
パ
ブ
コ
メ
に
つ
い
て
会
員
周

知
し
、
意
見
を
提
出
し
た
。
厚

労
省
は
、
９
月
中
に
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類

似
薬
の
一
部
保
険
外
療
養
の
仕

組
み
を
と
り
ま
と
め
、
そ
の
後

に
周
知
・
準
備
期
間
を
設
け
て
、

２
０
２
７
年
３
月
か
ら
本
制
度

を
開
始
す
る
予
定
だ
。

　

本
年
１０
月
１
日
よ
り
改
正
労

働
施
策
総
合
推
進
法
※

が
施
行

さ
れ
、
事
業
主
に
は
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
（
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
求
職
者
等
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
の
措

置
の
義
務
化
が
課
せ
ら
れ
ま

す
。
カ
ス
ハ
ラ
対
策
の
主
な
ポ

イ
ン
ト
は
次
の
２
つ
で
す
。

【
１
】
患
者
対
応
と
職
員
保
護

を
両
立
さ
せ
る
（
患
者
・
家
族

等
か
ら
の
正
当
な
意
見
や
申
し

入
れ
を
尊
重
し
つ
つ
、
暴
言
、

威
圧
、
長
時
間
の
拘
束
、
不
当

な
要
求
な
ど
、
社
会
通
念
上
許

さ
れ
る
範
囲
を
超
え
た
言
動
か

ら
職
員
を
守
る
）。

【
２
】
小
規
模
診
療
所
ほ
ど
ル

ー
ル
化
が
大
切
（
誰
が
・
ど
の

段
階
で
・
誰
に
報
告
し
、
ど
う

対
応
す
る
か
を
予
め
決
め
て
お

き
、院
内
で
共
有
を
し
て
お
く
）。

　

ま
た
、
求
職
者
等
へ
の
セ
ク

ハ
ラ
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
現

在
雇
用
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
だ

け
で
な
く
就
職
活
動
中
の
学
生

や
応
募
者
な
ど
、
雇
用
関
係
に

な
い
求
職
者
等
に
つ
い
て
も
対

策
が
必
要
に
な
る
こ
と
で
す
。

１０
月
１
日
の
施
行
に
向
け

て
、
ま
ず
左
枠
の
４
点
を
中
心

に
院
内
の
対
応
体
制
を
確
認
・

整
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
カ
ス
ハ
ラ
や
求
職
者

等
セ
ク
ハ
ラ
に
関
す
る
相
談
者

等
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す

る
と
と
も
に
、
相
談
し
た
こ
と

や
事
実
確
認
に
協
力
し
た
こ
と

等
を
理
由
と
す
る
不
利
益
な
取

扱
い
を
行
わ
な
い
こ
と
に
つ
い

て
も
、
あ
ら
か
じ
め
周
知
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

医
療
業
界
は
患
者
・
家
族
等

へ
の
対
応
の
中
で
カ
ス
ハ
ラ
が

問
題
と
な
る
場
面
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
社
会
通
念

上
許
容
さ
れ
る
範
囲
を
逸
脱
し

た
行
為
に
対
し
て
は
、
職
員
に

〝
我
慢
し
て
対
応
〟
さ
せ
る
の

で
は
な
く
、
「
毅
然
と
し
た
対

応
＆
１
人
で
抱
え
込
ま
な
い
」

よ
う
に
ル
ー
ル
化
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。「
１
人
で
抱

え
込
ま
な
い
」
は
院
長
自
身
に

も
言
え
る
こ
と
で
す
。
対
応
が

困
難
な
場
合
は
、
躊
躇
す
る
こ

と
な
く
警
察
・
弁
護
士
・
保
険

会
社
（
医
賠
）・
保
険
医
協
会
、

そ
の
他
所
属
団
体
等
に
速
や
か

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
よ
り　

リ

ー
フ
レ
ッ
ト
（
詳
細
版
）「
２

０
２
６
年
（
令
和
８
年
）
１０
月

１
日
か
ら
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
、
求
職
者
等
に

対
す
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
が
義
務
化
さ
れ
ま

す
！
」

（
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を

参
照
）

★
本
稿
は
２
０
２
６
年
９
月
４

日
に
開
催
し
た
当
会
の
経
営
研

究
会
か
ら
菅
原
由
紀
社
労
士
の

講
演
部
分
を
抜
粋
・
一
部
改
編

し
た
も
の
で
す
（
当
研
究
会
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内「K

anahoi 

T
V

」
に
て
配
信
中
で
す
）。

　

８
月
２６
日
の
中
医
協
総
会
で

は
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
一
部
保

険
外
療
養
の
実
務
フ
ロ
ー
や

「
中
間
と
り
ま
と
め
」
等
が
提

示
さ
れ
、
別
途
負
担
の
対
象
範

囲
等
を
議
論
。
診
療
側
委
員
は

長
期
療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

患
者
へ
の
配
慮
の
必
要
性
や
、

実
務
を
担
当
す
る
医
療
現
場
の

負
担
は
か
な
り
強
ま
る
と
指

摘
。
事
務
負
担
を
最
小
に
す
る

た
め
の
対
応
を
求
め
た
。
翌
２７

日
の
社
会
保
障
審
議
会
で
は
、

「
本
年
９
月
頃
を
目
途
に
成
案

を
得
る
」
と
提
案
さ
れ
た
。

　

こ
の
間
、
厚
労
省
は
一
部
保

険
外
療
養
に
関
し
４
回
の
技
術

的
検
討
会
を
経
て
、
８
月
６
日

に
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
を
発

表
。
併
せ
て
８
月
６
日
か
ら
２０

日
ま
で
パ
ブ
コ
メ
を
実
施
し

た
。
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
は
、

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
医
薬
品
使
用
時
の

薬
剤
費
４
分
の
１
の
追
加
負
担

の
来
年
３
月
実
施
に
向
け
、
別

途
の
負
担
を
求
め
な
い
具
体
的

範
囲
等
を
検
討
し
た
議
論
の
到

達
点
を
ま
と
め
た
も
の
。
Ｏ
Ｔ

Ｃ
医
薬
品
で
は
対
応
で
き
な
い

効
能
・
効
果
は
対
象
外
と
さ
れ
、

成
分
毎
の
効
能
・
効
果
を
一
覧

表
に
整
理
し
た
。
ま
た
、
が
ん

や
難
病
な
ど
の
慢
性
疾
患
や
、

長
期
使
用
、
入
院
中
の
使
用
、

処
置
等
に
伴
う
１４
日
分
ま
で
の

使
用
―
な
ど
も
追
加
負
担
の
対

象
外
と
す
る
方
向
性
だ
。

難
解
な
実
務
フ
ロ
ー

　

８
月
２６
日
の
中
医
協
総
会
で

は
、
別
途
の
負
担
の
対
象
と
判

断
す
る
実
務
フ
ロ
ー
が
示
さ
れ

実務フロー案簡略版
(院外処方の場合・別途負担対象）

①外形的な基準の確認①外形的な基準の確認

②医師による確認②医師による確認

❶ 処方する医薬品が対象77
成分に該当するか

該当

非該当

非該当

別途の負担の対象

❷ 18歳年度末の者か／
  生活保護の医療扶助か

❸ 処方の対象疾患は、OTC医
薬品が対応していない効
能・効果か

❹ がん、指定難病に関連
する治療か

❺ 公費負担医療か

❻ 処置、手術、検査に伴
う処方（14日以内分か)

❼ 年間の服用等が医療上
必要か

❽ 妊婦・妊娠の可能性・
授乳婦か（対象となる
成分のみ）

OTC類似薬

非該当

① カスハラ基本方針の策定

　 A41枚程度でも構いません。院長メッセージとして正当な申し入れには適切に対応する一方、カス
ハラに対しては組織として対応し「職員を守る」姿勢を明確にします。

② カスハラ対応マニュアルの策定

　 暴言・威圧・長時間の拘束・繰り返しの要求等について、対応レベル、交代基準、通報・相談の目
安を定め、初動対応から対応終了までの流れを明確にし、必ず院内で共有しておきましょう。

③ 相談・報告フロー体制の見える化

　 受付⇒責任者⇒院長⇒必要に応じて警察・弁護士等という報告・相談ルートを決めておきます。相
談窓口となる担当者（院長、事務長など）をあらかじめ定め、職員に周知しておきましょう。なお、
暴力・脅迫など緊急性が高い場合には、職員の安全確保を最優先にし、速やかに警察へ通報します。

④ 採用・実習時のセクハラ防止ルール

　 面接場所（原則院内）・面接時間（原則業務時間内）・連絡方法（個人的な連絡手段【例:個人LINE等】
は原則使用しない）・相談窓口を定めて周知しておきます（求職票・応募者への案内メール等）。

確認・整備する院内の対応体制

「新聞投稿」募集中！

会員からの投稿を募集しています！

文字数は800字程度。

詳細は新聞部まで（ ℡ 045‐313‐2111）。

メールアドレス:kanahoi-shinbun@hoken-i.co.jp

映画紹介

書評 習い事の
思い出

その他随筆
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高齢者の原則3割負担を巡る
攻防と27年度概算要求 

◆概算要求

　医療は12.7兆円+物価等増加分

　2027年度の予算編成に向けた各

省庁の概算要求が8月31日に締め

切られ、一般会計の総額は過去最

大の143兆円前後となる見通しと

なった（26年度要求122.4兆円）。

高市首相の下、新設された青天井

の成長投資枠と補正予算との一体

予算としたため急増した。

　厚労省の概算要求は8月26日に

公表されており、一般会計は26年

度当初予算から1兆5,370億円増の

36兆5,803億円となり、要求額は過

去最大を更新した。年金・医療な

どに関する経費は33兆6,872億円を

要求。このうち 医療関係は12兆

7,000億円（参考：26年度予算は12

兆5,000億円）。

　増額分のうち1兆337億円は、日

本成長戦略や地域未来戦略等に盛

り込まれた政策を推進するため新

設された「『強く豊かな日本』投資

枠」が占める。

　高齢化などに伴う「自然増」分

は政府全体として3,900億円で、こ

のうち厚労省分は3,400億円。この

中で医療関係は2,000億円を占め

る。今後の予算編成過程で、高齢

化による増加分に相当する伸び

に、経済・物価動向などを踏まえ

た対応に相当する増加分を加算す

る。

重点要求では、デジタル・サイ

バーセキュリティー（CS）関係の

投資枠として2,561億円に事項要求

を加えた額を求め、クラウドネイ

ティブ型電子カルテ製品の普及支

援などに取り組む見込み。また医

療関係職種の養成・確保や、老朽

化・災害対策を含む施設設備の整

備などを行う「医療・福祉の人材・

インフラ構築」は、1,733億円に加

え「事項要求」を計上した。

◆骨太の方針2026は

　方針転換の骨太2025を踏襲

　予算編成の基本方針、「骨太の方

針2026」（7月21日）は、「「責任あ

る積極財政」の下、デフレ・低成

長時代の一律抑制型の予算編成か

ら、物価・賃金上昇を的確に反映

し、経済の成長力強化と名目の経

済規模の拡大にふさわしい予算編

成へ転換する。このため、令和8

年度当初予算から実現した経済・

物価動向等の的確な反映を更に進

めるなど、必要な財政需要に確実

に対応する。」とし、社会保障費の

過度な抑制から方針転換を図った

「骨太方針2025」を踏襲した。

　「骨太方針2025」は「社会保障

関係費については、給付と負担の

改革努力を継続しつつ、高齢化に

よる増加分に相当する伸びに経

済・物価動向等を踏まえた対応に

相当する増加分を加算する」と、

経済・物価動向分の加算を認める

転換を図った。ただ、医療の高度

化分の加算は図られていないこと

に留意は必要である。

◆高齢者の3割負担問題は未確定

　この骨太方針2026に沿って財務

省は7月30日、概算要求基準を示

し、「年金・医療等については、前

年度当初予算額にいわゆる自然増

（3,900億円）を加算した範囲内で

要求。予算編成過程において、高

齢化による増加分に相当する伸び

に、経済・物価動向等を踏まえた

対応に相当する増加分を加算」と

している。

　骨太方針2026は、例年に比べ公

表が1カ月ほど遅い。これは食料

品の消費税1％減税の財源を巡る

調整があったとみられる。その中

で、高齢者医療の原則3割負担導

入を巡る、与党内での政治的攻防

もあった。

　現段階でこれに関し確定的なも

のは何もない。概算要求でも当然、

織り込んではいない。予算編成へ

向け、今後、与党内議論と関係審

議会の議論となる。

◆骨太の方針2026は

　玉虫色で落着している

　高齢者の患者負担を原則3割と

する財務省、日本維新の会等によ

る動きは、7月21日に閣議決定さ

れた「骨太の方針2026」では、玉

虫色の表現で落着した。

　「医療保険制度では、70歳以上

の高齢者の医療費窓口負担割合に

ついて、低所得者等の必要な受診

が確保されるよう適切に配慮する

ことを前提として、原則3割とな

っている現役世代との間で年齢に

よらない真に公平な応能負担を実

現する観点から見直しを行う。そ

のための改革工程表を2026年末ま

でに策定する」となっている。

　これは、7月7日の自由民主党・

日本維新の会 社会保障制度改革協

議体で合意した13項目にわたる

「社会保障改革項目に関する具体

的な骨子」に盛りこまれた「（4）

医療費窓口負担に関する年齢によ

らない真に公平な応能負担の実

現」の文章と同じである

（https://x.gd/k0aVN）。

　高齢者の原則3割負担は、財務

省・日本維新の会VS自民党の間で、

前者が積極論、後者が慎重論の構

図となっている。高齢者への配慮

とともに、後期高齢者医療の創設

時に、自民党は政権から転落した

過去があり、高齢者医療は鬼門、

トラウマといわれている。

　なお、ここでいう高齢者は「70

歳以上」である。

◆自民と維新の合意めぐる綱引き

　患者負担は70歳未満が3割、70

～74歳は2割、75歳以上は1割。70

歳以上で「現役並みの所得」があ

れば3割、75歳以上で「一定以上

の所得」があれば2割となる。　

　現在、75歳以上の1割負担は、

その約70％を占める。単身で年収

200万円未満、2人以上世帯で年収

320万円未満の所得水準である。

　しかも、高齢者世帯の所得階層

分布は100～150万円が最多である

（「令和6年国民生活基礎調査」）。

　実際の医療費はどれくらいか。

厚労省調査（2023年度）で65歳未

満の一人あたり医療費は年間約22

万円、70歳以上が約87万円、75歳

以上が約96万円である（「令和5年

度国民医療費の概況」）。

　よって、患者負担が1割から3割

となると3倍化し、現在の約9万円

が一挙に約26万円へと跳ね上が

る。収入の1/4が医療支出では家計

逼迫、受診抑制となる。

　70歳以上の「原則3割」を認め

られない自民は、落としどころと

して維新へ「原則3割となってい

る現役世代との負担の公平性の観

点から見直しを行う」との文案を

示した。維新は趣旨が違うと反発。

「どうやって原則3割負担と読める

ようにするか」に拘泥した。

　文言修正は署名式の直前まで続

き、最終的に「原則3割となって

いる現役世代」と「見直しを行う」

の間に「年齢によらない真に公平

な応能負担を実現する観点から」

を入れ決着した（7月24日付朝日

新聞「高齢者医療費「骨太」は玉

虫色？」）。なお、「原則3割」は、

自民・維新の協議で6月9日に初め

て議題にあがったものである。

◆改革工程表が次の焦点だが…

　遡ると財務省の財政制度等審議

会財政制度分科会では4月28日、

「高齢者医療における患者自己負

担の在り方 原則3割負担化に向け

て」との資料が出され議論してい

る。そこでは、「70歳以上の自己

負担割合については、可及的速や

かに現役世代と同様に原則3割と

すべき」、「「原則3割負担化」の実

現に向けた制度改革の工程表を作

成するべき」、「外来特例は廃止」

など、維新の主張の背中を押す内

容で議論がなされている。

　6月26日の財政制度等審議会の

春の「建議」では、「負担能力に応

じた負担とする観点から、原則3

割負担とするとともに、高齢者の

みに適用される外来特例は廃止と

すべきである」、「「原則3割負担化」

の実現に向けた制度改革の工程表

を作成するべきである」とトレー

スされた。建議は財務省の最大限

の願望文書であり、「骨太の方針」

のような政府の公式文書ではない。

　「骨太の方針2026」（原案）は、「医

療保険制度では、高齢者の受診行

動や所得状況等を踏まえた窓口負

担の見直しについて令和9年度予

算編成過程で結論を得る」であっ

た。既にみたように「骨太」の正

式文書では自民が維新に譲った両

党合意の玉虫色文章となり、同じ

く合意の「そのための改革工程表

を2026年末までに策定する」も記

され、焦点は工程表に移っている。

◆日経の問題報道

　医師の6割賛成、実は勤務医

　この「原則3割負担」へは「骨太」

公表の直後、日医と日歯が反対を

表明。自民党も7月27日の厚労部

会で、「慎重にすべき」との意見を

出している。

　このような中、日本経済新聞は

8月10日に「高齢者医療費の窓口

負担拡大 医師の6割『賛成』 持続

可能性に危機感8割」、「自治体の

小児助成、縮小を」と目を疑う記

事を1面と3面で報道した。これは

日経メディカルOnlineの医師会員

を対象に同社と共同で6月19日～

28日の期間で実施したウェブ調査

の結果を基にした記事。回答数は

8,138人と多いが、実は回答内訳は

勤務医が85％、診療所開業医10％。

＊適宜、話題の問題に関し解説するのでご覧戴きたい。

協会ホームページ内「会員ページ」を利用する際は、ユーザー名、パスワードが必要です。ご存知のない方は事務局までお問合せください（℡ 045-313-2111）。

解説レポート
No.5
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しかも勤務医は大学病院、国公立

病院、日赤や済生会等の公的病院

など、基幹病院、急性期病院の繁

忙な勤務が多数。

　外来は初診の8割、再診の7割を

診療所が診ている。第一線医療を

担い、外来で高齢者や小児を診て

いる開業医の意識とは異なる。勤

務医=医師全体として論を展開す

るのは現実離れしており、鵜呑み

は危険だ。

　日経メディカルOnlineの医師会

員は20万人（勤務医が約16万人、

診療所院長が約3万人）で回答率

は4％。医学の最新動向、臨床の

知識向上での利用が多い。

　現在、高齢者でも「現役並み所

得」とされ3割負担となっている

層がある。その収入は、単身で約

383万円以上、夫婦世帯で約520万

以上である。この層は高齢者の7

％程度しかない。この辺りの理解

があっての回答かどうかも疑問符

が付く。

◆自家撞着の原則3割負担

　この高齢者の原則3割負担化に

は「制度的・財政的制約」があり、

27年予算で制度化はされず、「2・

3割負担の対象拡大に止まる」と、

骨太方針2026発表直後の24日に二

木立・日本福祉大学名誉教授は指

摘している（日本医事新報Web「「骨

太方針2026」の医療・社会保障改

革方針をどう読むか？」）。

　その理由は、以下のとおり示し

ている。

　「現行制度では、3割負担の高齢

者の医療給付費には1・2割負担の

場合と異なり、50％の公費負担が

なく、医療保険からの「支援金」

でまかなわれるため、現役世代の

保険料が上昇し、保険料率の引き

下げの大方針と矛盾します。これ

を避けるためには、3割負担の高

齢者の医療給付費にも公費負担を

導入することが必要で、維新の会

もそれを求めていますが、財務省

は頑強に反対しています」。

　前回の本欄の解説「給付増イコ

ール負担増」でも触れたが、“病人

に自腹を切らせるのか、みんなで

ワリカンをするのか”―医療

保険の給付範囲、患者負担の問題

は突き詰めていくと、ここに至る。

　事前の保険料負担により受診時

に医療サービスの現物給付がなさ

れる。これが公的医療保険の本旨

だ。保険方式の民間保険で利用者

負担はないのである。また所得の

高い者は保険料と税金の負担が高

い。受診時に更なる高額負担は二

重取りで社会正義に反す。医療保

険への信頼も棄損する。原点回帰

が必要だ。

 （終）
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〇それぞれの年齢層における一部負担（自己負担）割合は、以下のとおり。

　・ 75歳以上の者は、1割（現役並み所得者は3割、現役並み所得者以外の一定所得以上の者は2割※）。

　・70歳から74歳までの者は、2割（現役並み所得者は3割）。

　・70歳未満の者は3割。6歳（義務教育就学前）未満の者は2割。

　　※令和4年10月1日から施行。

【図】医療費の一部負担（自己負担）割合について

保険医休業保障共済保険（休保） ～病気・ケガによる休業を保障します～

　開業医には、傷病手当金等の

公的保障はほとんどありません。

休業した際においても医療機関

の維持費（家賃、リース代など）、

スタッフの雇用継続など、固定

費の支払いは免れることができ

ません。病気やケガによる休業

は、開業医本人だけではなく、

家族や従業員の生活にも大きな

影響を及ぼすため、開業医にと

っては非常に大きなリスク。「老

後保障だけではなく、病気やケ

ガで休業したときの保障を」と

いう声から一般の保険とは違う、

開業医のための休保制度が誕生

しました。

　1970年に神奈川協会で発足以

降、何度もの制度改定を重ね発展

し続けてきました。その結果、保

険料を低く抑え、給付日数の延長

や給付額の増額等が実現しまし

た。これまで約3万5千人の全国の

加入者に総額約1,440億円の給付

金を受給していただいています

（2025年7月末時点）。

　入院治療だけでなく、感染症

等による自宅療養にも対応して

います。第三者の医師へ受診し

ていれば、ガンから精神疾患ま

で、幅広い傷病が対象です。

＜休保の制度内容＞

□ 一口あたりの休業時給付額（通算500日）

自宅療養1日6,000円

入院療養1日8,000円

※ 501日目以降も連続して休業する
場合、「長期療養給付(最長230日・
給付額の変更有)」に移ります

□ 保険料は加入時のまま上がりません

□ 掛け捨てではありません
 （3年以上加入した場合）

【申込締切】2026年12月31日

【加入日】2027年4月1日

【加入資格】加入日（2027年4月1日）

現在満59歳6カ月未満の保険医協会

会員で、週4日以上かつ週16時間以

上業務に従事していること。

※告知書を基に加入審査を行います。

全国制度として多くの加入者が全国制度として多くの加入者が

休業時に受給しています休業時に受給しています

病気やケガで休業することは病気やケガで休業することは

大きなリスクになります大きなリスクになります

保険医協会会員が、自らの手で発足させた

保険医協会の共済制度保険医協会の共済制度
　開業医の抱える不安として、病気・ケガによる休業、引退・閉院後の老後保障などが挙げられます。神奈川県保険医協会の共済制

度は、公的保障の乏しい開業保険医が安心して日々の診療に専念できるよう、開業医自身が築き上げてきたものです。

　下記の「保険医休業保障共済保険」の他にも、老後や将来のための「保険医年金」や死亡・高度障害時を保障する「グルー

プ保険」、従業員の退職金に備える「従業員退職年金」、病気・ケガによる休業時の所得を補償する「所得補償保険」、医療事故

に備える「医師賠償責任保険」があります。

　資料請求やご相談は共済部（ ℡ 045-313-2111）までお問合せください。

協会のホームページにも

詳しい内容を掲載してい

ます。ぜひご覧ください。
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自分の身の回りに消えそうな
ことばはありますか

迅速な対応を

三浦郡葉山町　井上　惠美

　

学
術
部
は
８
月
３
日
、
「
医

療
現
場
に
お
け
る
老
年
的
超
越

の
捉
え
方
」
を
テ
ー
マ
に
研
究

会
を
開
催
。
協
会
会
議
室
と
Ｗ

Ｅ
Ｂ
を
併
用
し
、
４８
名
が
参
加

し
た
。
講
師
の
増
井
幸
恵
氏
（
東

京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー

准
主
任
研
究
員
）
は
、
老
年
的

超
越
と
い
う
心
理
状
態
の
概
念

や
研
究
で
判
明
し
て
い
る
こ

と
、
医
療
・
介
護
現
場
に
お
け

る
意
義
な
ど
を
解
説
し
た
。

　

氏
は
冒
頭
、
６５
歳
以
上
の
高

齢
者
の
身
体
と
心
理
に
つ
い
て

の
デ
ー
タ
を
提
示
。
年
齢
が
高

く
な
り
、
身
体
機
能
は
低
下
す

る
一
方
で
、
逆
に
自
身
が
健
康

的
超
越
が
発
達
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
幸
福
感

と
の
関
連
で
は
、
「
交
流
頻
度
」

や
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
」

よ
り
も
「
老
年
的
超
越
」
の
影

響
力
が
強
い
と
説
明
。
兄
弟
と

の
死
別
や
介
護
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
イ
ベ
ン
ト
が
生
じ
て
も
、

老
年
的
超
越
が
高
い
と
幸
福
感

が
維
持
さ
れ
や
す
い
と
し
た
。

ま
た
老
年
的
超
越
を
高
め
る
要

因
に
つ
い
て
、
高
齢
化
や
介
護

な
ど
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
可
能
な

状
況
の
体
験
が
、
か
え
っ
て
自

我
を
維
持
す
る
力
を
養
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
し
た
。

老
年
的
超
越
の
理
解

か
ら
よ
り
よ
い
ケ
ア
へ

　

医
療
・
介
護
現
場
で
の
応
用

に
関
し
て
は
、
高
齢
者
施
設
の

看
護
師
等
に
老
年
的
超
越
に
関

す
る
教
育
的
介
入
を
行
っ
た
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
研
究
を
紹
介
。

教
育
を
受
け
た
看
護
師
等
は
高

齢
者
の
行
動
を
、
「
病
的
な
も

の
」
か
ら
「
正
常
な
加
齢
プ
ロ

セ
ス
」
と
し
て
肯
定
的
に
捉
え

直
し
、
高
齢
者
も
「
以
前
よ
り

自
分
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
感
じ
る
な
ど
、

両
者
に
良
い
結
果
を
も
た
ら
し

た
と
し
た
。

　

最
後
に
氏
は
、
高
齢
期
の
心

理
的
発
達
で
あ
る
老
年
的
超
越

を
知
る
こ
と
は
、
機
能
低
下
し

た
高
齢
者
へ
の
理
解
促
進
、
肯

定
的
態
度
の
涵
養
に
つ
な
が

り
、
よ
り
よ
い
ケ
ア
を
も
た
ら

す
と
述
べ
、
医
療
・
介
護
場
面

で
の
意
義
を
強
調
し
た
。

＊
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
動

画
配
信
中
で
す
（
左
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
参
照
）
。

　

今
年
も
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
が
１０
月
１
日
か
ら
実
施
と
な

り
ま
す
。
神
奈
川
県
は
１
千
２

７
９
円
（
前
年
比
＋
５４
円
、
引

上
率
４
・
４０
％
）
と
昨
年
に
引

き
続
き
大
幅
な
引
き
上
げ
と
な

り
ま
し
た
。

【
Ｑ
１
】
当
院
の
給
与
は
毎
月

１５
日
締
め
、
２５
日
払
い
と
し
て

い
ま
す
。「
時
給
制
」
の
職
員

に
は
こ
れ
ま
で
の
最
低
賃
金

（
１
千
２
２
５
円
）
で
支
払
っ

て
い
ま
し
た
が
、
１０
月
１
日
以

降
は
新
し
い
最
低
賃
金
額
（
１

千
２
７
９
円
）
以
上
で
計
算
し

て
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
か
。

【
Ａ
１
】
そ
の
通
り
で
す
。
最

低
賃
金
は
給
与
の
支
払
日
で
は

な
く
、
実
際
に
労
働
し
た
日
を

基
準
と
し
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
最
低
賃
金
の
改
定

日
（
今
年
は
１０
月
１
日
）
以
降

は
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
を
支

払
う
必
要
が
あ
り
、
対
応
し
て

い
な
い
と
罰
金
が
科
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
（
最
低
賃
金
法

第
４０
条
）
。
こ
の
場
合
、
９
月

１６
～
３０
日
は
従
来
の
賃
金
（
１

千
２
２
５
円
）
で
す
が
、
１０
月

１
～
１５
日
は
最
低
賃
金
（
１
千

２
７
９
円
）
以
上
の
賃
金
を
支

払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
最
低

賃
金
額
を
下
回
る
賃
金
を
定
め

た
場
合
、
そ
の
部
分
は
無
効
と

な
り
、
最
低
賃
金
額
と
同
額
の

定
め
を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ

ま
す
の
で
、
１０
月
１
日
以
降
の

勤
務
分
に
つ
い
て
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
Ｑ
２
】
職
員
の
う
ち
「
月
給

制
」
の
職
員
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
最
低
賃
金
の
水
準

を
ク
リ
ア
し
て
い
る
か
ど
う
か

み
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

【
Ａ
２
】
「
月
給
制
」
の
職
員
の

賃
金
が
最
低
賃
金
額
の
水
準
を

満
た
し
て
い
る
か
確
認
す
る
た

め
に
は
、
ま
ず
最
低
賃
金
と
の

比
較
対
象
と
な
る
月
給
（
賃
金
）

を
時
間
額
に
し
て
、
適
用
さ
れ

る
最
低
賃
金
額
（
１
千
２
７
９

円
）
と
比
較
し
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
左
記
の
計
算
式
を
使
っ

て
比
較
し
て
く
だ
さ
い
。

最
低
賃
金
と
の
比
較
対
象
と

な
る
月
給
（
賃
金
）
÷
１
カ

月
の
月
平
均
所
定
労
働
時
間

＝
時
間
額≧

最
低
賃
金
額

（
１
千
２
７
９
円
）

　

な
お
、
最
低
賃
金
と
の
比
較

対
象
と
な
る
月
給
（
賃
金
）
に

は
、
①
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手

当
及
び
家
族
手
当
、
②
割
増
賃

金
（
時
間
外
労
働
手
当
、
休
日

労
働
手
当
、
深
夜
労
働
手
当
）
、

③
賞
与
な
ど
１
カ
月
を
超
え
る

期
間
ご
と
に
支
払
わ
れ
る
賃

金
、
④
結
婚
手
当
な
ど
、
臨
時

に
支
払
わ
れ
る
賃
金
は
含
め
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇

　

政
府
は
最
低
賃
金
に
つ
い

て
、
全
国
平
均
１
千
５
０
０
円

を
目
指
す
方
針
を
掲
げ
て
お

り
、
今
後
も
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

最
低
賃
金
は
、
例
年
夏
頃
に

改
定
額
が
示
さ
れ
ま
す
の
で
、

来
年
以
降
も
早
め
に
該
当
者
の

点
検
・
準
備
を
進
め
て
く
だ
さ

い
。

で
あ
る
と
の
認
識
や
満
足
度
は

高
ま
る
と
し
た
。
こ
う
し
た
逆

説
的
な
現
象
へ
の
説
明
と
し

て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
社
会
学

者T
ornstam

が
提
唱
し
た
「
老

年
的
超
越
」
と
い
う
概
念
を
紹

介
。
こ
れ
は
自
己
中
心
性
や
こ

だ
わ
り
の
減
少
な
ど
の
「
自
己

意
識
」
の
他
、
様
々
な
人
や
物

に
時
間
、
距
離
に
関
わ
り
な
く

つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
「
時

間
・
距
離
・
つ
な
が
り
の
感
覚
」
、

名
誉
や
物
質
的
な
豊
か
さ
へ
の

こ
だ
わ
り
の
薄
れ
な
ど
の
「
社

会
常
識
」
な
ど
に
起
こ
る
考
え

方
・
価
値
観
の
変
化
だ
と
し
た
。

　

ま
た
８
段
階
の
心
理
的
発
達

理
論
で
著
名
なE

rikson

も
「
超

高
齢
期
（
８０
～
９０
歳
代
）
の
機

能
低
下
に
よ
る
絶
望
か
ら
の
回

復
に
は
、
新
た
な
心
理
的
発
達

が
必
要
だ
」
と
示
唆
し
て
い
る

こ
と
に
触
れ
、
老
年
的
超
越
の

概
念
を
補
足
し
た
。

幸
福
感
に
影
響

　

２
０
１
０
年
ま
で
に
氏
は
、

日
本
人
高
齢
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
り
老
年
的
超

越
を
測
定
す
る
尺
度
を
開
発
。

Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
研
究
と
し
て
老
年

的
超
越
尺
度
と
と
も
に
高
齢
者

の
心
理
状
態
な
ど
を
調
査
し
、

高
齢
期
、
特
に
７０
歳
代
で
老
年

高
齢
期
に
発
達
す
る

価
値
観
の
変
化

理
解
し
よ
り
良
い
ケ
ア
を

『言語学に消えそうな
ことばを守れるのか』

著者：吉岡　乾

筑摩書房、2026年7月、

990円（税込）

　

こ
の
本
は
、
消
滅
の
危
機
に

あ
る
少
数
言
語
や
方
言
な
ど
の

衰
退
を
、
自
分
自
身
の
問
題
と

し
て
考
え
さ
せ
る
一
冊
だ
。
言

葉
が
滅
び
た
り
す
る
背
景
に

は
、
人
口
の
移
動
、
経
済
的
な

格
差
、
教
育
制
度
、
国
家
の
言

語
政
策
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
要

因
が
重
な
っ
て
い
る
と
示
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
た
だ
単
に

消
滅
の
危
機
に
あ
る
言
葉
を
惜

し
む
対
象
と
し
て
眺
め
る
の
で

は
な
く
、
ま
ず
言
語
学
と
は
ど

の
よ
う
な
学
問
な
の
か
を
説
明

し
な
が
ら
、
こ
と
ば
が
な
ぜ
消

え
る
の
か
、
ま
た
そ
の
変
化
を

ど
う
受
け
止
め
る
べ
き
か
を
考

え
さ
せ
る
の
が
本
書
の
魅
力
と

も
言
え
る
。

　

日
本
語
や
英
語
の
よ
う
な
自

分
に
身
近
な
例
か
ら
出
発
し
、

書
き
こ
と
ば
の
有
無
や
社
会
的

評
価
の
偏
り
に
も
触
れ
る
た

め
、
読
み
や
す
い
と
も
言
え
る
。

ま
た
目
次
を
見
る
だ
け
で
も
、

言
語
の
大
小
、
共
通
語
の
便
利

さ
、
文
化
と
の
結
び
つ
き
な
ど
、

現
代
社
会
と
直
接
結
び
つ
け
て

述
べ
ら
れ
て
い
て
わ
か
り
や
す

い
。

　

「
こ
と
ば
」
は
、
単
な
る
伝

達
手
段
で
は
な
く
、
そ
の
土
地

の
歴
史
や
生
活
、
地
域
の
記

憶
、
自
然
と
の
関
わ
り
、
家

族
や
共
同
体
と
の
結
び
つ
き
で

成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
つ

ま
り
一
つ
の
言
語
が
失
わ
れ
る

こ
と
は
一
つ
の
文
化
も
切
り
取

ら
れ
失
わ
れ
る
こ
と
で
も
あ

る
。
本
書
は
そ
の
大
切
さ
を
知

識
の
押
し
売
り
で
は
な
く
、
著

者
が
パ
キ
ス
タ
ン
の
奥
地
で
行

っ
て
き
た
現
地
調
査
を
基
に
し

た
言
葉
の
記
録
と
分
析
を
通
し

て
、
言
語
の
本
質
に
迫
る
研
究

者
の
声
と
し
て
伝
え
て
い
る
。

ま
た
、
ど
の
言
語
も
言
語
的
に

は
等
し
い
価
値
を
持
つ
の
に
、

社
会
の
中
で
は
大
き
な
格
差
を

つ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
問
題

提
起
も
行
っ
て
い
る
。

　

た
だ
外
か
ら
「
少
数
言
語
を

守
ろ
う
」
と
訴
え
る
だ
け
で
は

言
語
は
守
れ
な
い
。
記
録
す
る

こ
と
の
意
味
や
、
言
葉
が
失
わ

れ
る
と
き
に
一
緒
に
失
わ
れ
る

世
界
の
見
方
ま
で
想
像
を
し

て
、
話
す
人
の
暮
ら
し
や
教
育
、

社
会
的
な
評
価
が
変
わ
ら
な
け

れ
ば
、
継
承
は
続
か
な
い
。

　

珍
し
い
言
語
を
守
る
べ
き
か

ど
う
か
と
い
う
話
に
と
ど
ま
ら

ず
、
多
数
派
の
こ
と
ば
を
使
う

私
た
ち
が
、
他
の
言
語
を
使
う

人
々
に
ど
う
向
き
合
う
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
こ
と
も
必
要

と
さ
れ
る
。
言
語
の
多
様
性
を

守
る
こ
と
は
人
間
の
想
像
力
を

守
る
こ
と
に
も
な
る
と
言
え
る
。

　

本
書
は
言
語
学
と
い
う
も
の

を
身
近
に
感
じ
る
た
め
の
本
で

も
あ
り
、
こ
と
ば
の
何
を
残
す

べ
き
か
で
は
な
く
、
誰
の
た
め

に
守
る
の
か
を
問
わ
れ
、
未
来

へ
つ
な
ぐ
こ
と
の
意
味
を
考
え

る
に
は
人
に
強
く
勧
め
た
い
一

冊
だ
。

学術部研究会

第27回医療・健康フェスティバル（市民向けイベント）

当日の「健康相談医」募集中！当日の「健康相談医」募集中！

医療・健康フェスティバルとは…？医療・健康フェスティバルとは…？
神奈川県保険医協会が定期開催している市民向けイベント。神奈川県保険医協会が定期開催している市民向けイベント。

会員の先生方による健康相談は毎年ご好評いただいています！会員の先生方による健康相談は毎年ご好評いただいています！

開催概要開催概要

日　 時日　 時 2026年10月18日（日）　午後1時から午後4時まで2026年10月18日（日）　午後1時から午後4時まで

場　 所場　 所 横浜そごう前・地下広場横浜そごう前・地下広場（新都市プラザ／横浜駅東口より徒歩3分）（新都市プラザ／横浜駅東口より徒歩3分）

メインテーマメインテーマ 「お金の心配なく、安心して医療にかかれる社会へ」「お金の心配なく、安心して医療にかかれる社会へ」

当日の当日の

企画企画

①健康相談（医科・歯科・栄養相談）①健康相談（医科・歯科・栄養相談）

　※栄養相談は県栄養士会の協力のもと実施　※栄養相談は県栄養士会の協力のもと実施

②健康イベント（肌年齢測定・骨健康度測定※予定）②健康イベント（肌年齢測定・骨健康度測定※予定）

③③お楽しみコーナー（景品が当たるくじ引き、着ぐるみマスコット）お楽しみコーナー（景品が当たるくじ引き、着ぐるみマスコット）

お問合せお問合せ
詳細やご不明な点は、保険医協会事務局（担当：小野・古正）まで、詳細やご不明な点は、保険医協会事務局（担当：小野・古正）まで、
お気軽にお問合せ下さいお気軽にお問合せ下さい

（ TEL：045-313-2111／FAX：045-313-2113）（ TEL：045-313-2111／FAX：045-313-2113）。。

　第27回医療・健康フェスティバルを下記の通り開催致します。この催しは、健康や医　第27回医療・健康フェスティバルを下記の通り開催致します。この催しは、健康や医

療制度に関心をもっていただくことを目的に実施しています。例年、一般参加者は1,000療制度に関心をもっていただくことを目的に実施しています。例年、一般参加者は1,000

名前後（延べ）、協力医の先生方にも「患者の本音が聞ける」と好評です。現在、当日企名前後（延べ）、協力医の先生方にも「患者の本音が聞ける」と好評です。現在、当日企

画画（健康相談など）（健康相談など）に協力いただける先生を募集しています。先生方のご参加をお待ちに協力いただける先生を募集しています。先生方のご参加をお待ち

しております（※原則として13時～16時まで通しでご参加ください。詳細は事務局までしております（※原則として13時～16時まで通しでご参加ください。詳細は事務局まで

お問い合わせをお願いいたします）お問い合わせをお願いいたします）。。

保険医新聞保険医新聞
ホームページからホームページから
読めます読めます

　過去の保険医新聞を協会
ホームページでもご覧いただけ
ます。最新号は会員の先生の
お手元に届く頃にアップロード
予定です。お問合せは新聞部

（℡045-313-2111）まで。

※ ログインの際は、会員に公開してい
るユーザー名、パスワードの入力が
必要となります



昭和３８年８月２３日
第三種郵便物認可 神 奈 川 県 保 険 医 新 聞 （毎月３回５の日発行）（ ） 2026 年 9 月 15 日7 第 2330 号 （ ）6

研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

9月24日(木)午後7時30分～

医

療

問

題

研

究

会

　

マ
ス
コ
ミ
は
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
駆
使
し
て
、
読
者
ら

に
対
す
る
印
象
操
作
を
行
う
。
た
と
え
ば
「
記
事
の
選
択

的
強
調
（
一
部
は
無
視
）
」
、
「
論
点
の
す
り
替
え
」
、
「
ラ

ン
キ
ン
グ
の
利
用
」
と
い
っ
た
も
の
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
「
調
査
デ
ザ
イ
ン
の
チ
ェ
ッ
ク
」
、「
因
果
律
の
理
解
」
、

そ
し
て
「
不
断
の
思
考
訓
練
」
な
ど
で
見
破
る
こ
と
が
で

き
る
。
事
実
を
事
実
と
し
て
確
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い

て
も
説
明
す
る
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
調
査
と
リ
サ
ー
チ
・

リ
テ
ラ
シ
ー

　
　
　
　
　

―
事
実
を
見
分
け
る
目
を

も
と
う
―
」

講
　
師
　
学
校
法
人
谷
岡
学
園

理
事
長

谷
岡　

一
郎
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
政
策
部

９
月
１８
日
（
金
）

月
例
研
究
会
１９
時
３０
分
。

９
月
２４
日
（
木
）

医
療
事
務
講
習
会
１５
時
。
医

療
問
題
研
究
会
１９
時
３０
分
。

9月18日
～9月24日

9月30日(水)午後7時30分～ 9月29日(火)午後7時30分～

新

漢

方

研

究

会

～
漢
方
薬
を
学
ぼ
う
～

　

こ
の
度
、
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
・
東
海
大
学
医
学

部
客
員
教
授
の
新
井
信
先
生
を
お
招
き
し
、
す
で
に
臨
床

の
現
場
で
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
『
補
う
』
漢
方
薬
に
つ

い
て
、
処
方
鑑
別
や
典
型
例
を
交
え
臨
床
に
役
立
つ
ポ
イ

ン
ト
を
分
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
是
非
、

本
講
演
を
機
に
明
日
か
ら
の
診
療
に
お
役
立
て
い
た
だ
け

ま
す
と
幸
い
で
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「『
補
う
』
漢
方

―
参
耆
剤
と
補
腎
剤
を
中

心
に
―
」

講
　
師
　
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学

東
海
大
学
医
学
部

　
　
　
　
客
員
教
授

新
井　

信
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
８３
（
相
補
・
代
替
医
療〈
漢

方
医
療
を
含
む
〉）」１
・
５
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）

共
　
催
　
㈱
ツ
ム
ラ
／
神
奈
川
県
保
険
医
協
会

お
申
込
み
　
研
究
部

経

営

研

究

会

　

国
税
庁
の
国
税
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
が
全
面
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
さ
れ
、
「
Ｋ
Ｓ
Ｋ
２
」
と
し
て
９
月
２４
日
か
ら
稼

働
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
も
活
用
し
た
新
シ
ス

テ
ム
の
下
で
、
納
税
者
に
も
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
が
押
し
寄

せ
て
い
る
。
他
方
、
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
も
ま
た
政
府
の
方

針
で
あ
る
。
こ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
下
で
の
、
税
務
調
査
と
そ
れ

ら
へ
の
対
応
は
ど
う
す
べ
き
か
を
考
え
る
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
医
療
Ｄ
Ｘ
・
税
務
Ｄ
Ｘ

下
で
の
税
務
調
査

　
　
　
　
　

―
国
税
庁
Ｋ
Ｓ
Ｋ
２
稼
働

を
踏
ま
え
て
―
」

講
　
師
　
税
理
士
法
人

白
井
税
務
会
計
事
務
所

代
表
社
員
税
理
士

岡
田　

俊
明
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
税
対
経
営
部

10月1日(木)午後7時30分～ 10月1日(木)午後7時～

相

模

原

支

部

研

究

会

と
こ
ろ
　
ユ
ニ
コ
ム
プ
ラ
ザ
さ
が
み
は
ら

（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
４
）

・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
ド
ク
タ
ー
と
ス
タ
ッ
フ

の
人
間
関
係
を
よ
り
良

い
も
の
に
す
る
た
め
の
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
を
学
ぼ
う
」

講
　
師
　
合
同
会
社

東
公
成
事
務
所

　
　
　
　
代
表
社
員

東　

公
成
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
も
可
）

定
　
員
　
２０
名
（
会
場
参
加
）

※
ま
ず
は
お
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参

加
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
後
日
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
等

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

お
申
込
み
　
相
模
原
支
部

歯

科

臨

床

研

究

会

　

日
本
歯
科
医
学
会
よ
り
「
歯
周
病
の
治
療
に
関
す
る
基

本
的
な
考
え
方
（
２
０
２
６
年
版
）」
が
新
た
に
示
さ
れ
、

歯
周
病
の
診
断
にStage, G

rade

分
類
の
考
え
方
が
加
わ

り
、
歯
周
病
継
続
管
理
に
係
わ
る
内
容
が
歯
周
病
継
続
支

援
治
療
へ
と
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
た
。
本
講
演
で
は
こ
の

基
本
的
な
考
え
方
に
沿
っ
て
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
検
査
以
外
で

見
落
と
し
て
は
い
け
な
い
検
査
項
目
、
新
た
な
診
断
、
そ

し
て
歯
周
病
継
続
支
援
治
療
な
ど
歯
周
治
療
の
流
れ
に
つ

い
て
ご
説
明
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「『
歯
周
病
の
治
療
に
関

す
る
基
本
的
な
考
え
方

２
０
２
６
年
版
』
へ
の

理
解
を
深
め
、
日
々
の

臨
床
に
活
か
す
」

講
　
師
　
鶴
見
大
学
歯
学
部

　
　
　
　
名
誉
教
授

五
味　

一
博
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
５０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
講
師
は
当
初
来
場
予
定
で
し
た
が
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
講
演

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※
《
重
要
》
神
奈
川
県
医
師
会
の
要
請
に
よ
り
、
日
医
生
涯
教
育
講
座
（
Ｃ
Ｃ
）

の
単
位
取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
、
①
性
別
、
②
医
籍
登
録
番
号
、
③
（
医
師

会
会
員
の
場
合
は
）
所
属
郡
市
医
師
会
名
の
登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す
（
２５
年

４
月
よ
り
変
更
）。
未
入
力
・
入
力
間
違
い
等
不
備
が
あ
る
場
合
、
単
位
を
取
得

い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
当
会
は
一
切

の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
）。
な
お
、
会
場
参
加
の
場
合
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
時
に

所
定
の
欄
に
ご
記
載
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
で
単
位
取
得
を
希
望
す

る
場
合
は
参
加
時
間
が
単
位
取
得
に
影
響
し
ま
す
の
で
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

10月29日(木)午後7時～

接

遇

マ

ナ

ー

講

座

　

２
０
２
６
年
（
令
和
８
年
）
１０
月
１
日
か
ら
、
企
業
等

に
は
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
カ
ス
ハ
ラ
）
防
止
の

た
め
、
雇
用
管
理
上
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
対
象

と
な
る
病
院
・
診
療
所
等
に
お
い
て
も
対
策
が
必
須
と
さ

れ
ま
す
。
患
者
さ
ん
か
ら
の
「
正
当
な
ク
レ
ー
ム
」
に
は

医
療
機
関
と
し
て
真
摯
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
か
ら
の
妥
当
性
を

欠
く
要
求
や
言
動
に
は
対
応
が
難
し
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
い
わ
ゆ

る
「
ペ
イ
ハ
ラ
」
行
為
は
、
医
療
機
関
職
員
や
他
の
患
者

さ
ん
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
た
め
、
毅
然
と
対

応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
接
遇
マ
ナ
ー
講
座
で

は
、
講
師
の
弁
護
士
・
大
野
氏
が
医
療
機
関
に
お
け
る
ペ

イ
ハ
ラ
へ
の
対
策
と
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
実
例
を
交
え
て

お
話
い
た
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
今
す
ぐ
知
っ
て
お
き
た
い
！

カ
ス
ハ
ラ
防
止
対
策
義

務
化
へ
の
対
応
策

　
　
　
　
　
―
医
療
機
関
に
お
け
る
ペ
イ
ハ

ラ
へ
の
対
策
と
ポ
イ
ン
ト
―
」

講
　
師
　
法
律
事
務
所
ク
レ
イ
ン

弁
護
士

大
野　

美
樹
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
５０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
組
織
部
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